
     

今
回
の
「
氾
濫
」
の
お
題
は
「
駒
の
所
属
」

で
す
。
将
棋
で
駒
の
所
属
が
変
わ
る
の
は
、

そ
の
駒
が
取
ら
れ
た
時
で
す
が
、
フ
ェ
ア
リ

ー
で
は
そ
う
で
な
い
ル
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
今
回
は
「A

n
d
e
r
n
a
c
h

」
と
「
中

立
駒
」
を
特
集
し
ま
す
。 

A
n
d
e
r
n
a
c
h

は
フ
ェ
ア
リ
ー
ラ
ン
ド
で
も

登
場
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
駒

を
取
る
と
取
っ
た
駒
の
所
属
が
変
わ
る
ル
ー

ル
で
す
。
ま
た
中
立
駒
は
盤
上
に
あ
る
時
、

手
番
に
応
じ
て
実
質
的
な
所
属
が
変
わ
る
ル

ー
ル
で
す
。
日
本
で
最
初
に
中
立
駒
が
登
場

し
た
の
は
約
40
年
前
の
カ
ピ
タ
ン
で
す
が
、

当
時
と
は
ル
ー
ル
設
定
が
異
な
る
の
で
、
こ

こ
で
詳
し
く
説
明
し
ま
す
（
当
時
の
中
立
駒

は
取
れ
な
い
設
定
で
し
た
が
、
現
在
は
取
れ

る
設
定
が
使
わ
れ
ま
す
）
。 

【A
n
d
e
r
n
a
c
h

】
駒
を
取
っ
た
駒
（
玉
を
除
く
）

は
、
そ
の
場
で
相
手
の
駒
と
な
る
。
（
相

手
の
駒
に
な
る
手
を
「
転
」
で
表
す
） 

（
細
則
） 

(1)
二
歩
に
な
る
時
は
相
手
駒
に
な
ら
な
い
。 

(2)
駒
の
向
き
の
転
換
は
成
生
の
選
択
の
後

に
行
わ
れ
、
成
生
の
選
択
権
は
駒
を
取
っ

た
側
に
あ
る
。 

(3)
駒
取
り
の
場
合
に
限
り
、
８
段
目
へ
の
桂

の
不
成
、 

９
段
目
へ
の
桂
香
歩
の
不
成
が

可
能
（
二
歩
の
例
外
を
除
く
）
。 

【
中
立
駒
】
ど
ち
ら
の
手
番
で
も
動
か
せ
る

駒
。
（
横
向
き
の
字
「

」
か
、
横
に
ｎ

を
付
加
し
て
「
n駒
」
と
表
記
） 

（
細
則
） 

(1)
中
立
駒
の
動
き
は
現
手
番
の
駒
と
し
て

の
動
き
と
な
る
。 

(2)
中
立
駒
は
現
手
番
の
駒
と
し
て
成
れ
る

場
合
の
み
、
成
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(3)
中
立
駒
は
ど
ち
ら
の
手
番
で
も
取
る
こ

と
が
で
き
、
持
駒
に
な
る
。
こ
の
時
、
所

属
は
取
っ
た
側
の
持
駒
だ
が
中
立
性
は
失

わ
ず
、
再
び
盤
に
戻
っ
た
と
き
に
は
中
立

駒
と
し
て
振
舞
う
。 

(4)
中
立
駒
は
現
手
番
側
の
駒
を
取
れ
な
い
。

相
手
側
の
駒
や
中
立
駒
は
取
れ
る
。 

(5)
二
歩
禁
が
適
用
さ
れ
る
。
手
番
を
問
わ
ず

中
立
駒
の
歩
や
通
常
の
歩
が
あ
る
筋
に
、

中
立
駒
の
歩
を
打
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。 

(6)
中
立
駒
は
行
き
所
な
い
駒
に
な
ら
な
い
。 

(7)
中
立
駒
で
も
自
玉
へ
の
王
手
は
反
則
。
自

玉
へ
の
王
手
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の

判
定
は
、
現
手
番
が
終
了
し
、
相
手
側
が

着
手
す
る
前
に
行
う
。 

文
章
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
の
で
、
次

の
例
図
で
説
明
し
ま
す
。 

〔
例
１
〕
ば
か
詰 

３
手 

持
駒 

n銀

n桂 

 

17

n銀
、
26

n銀
生
、
28

n桂
迄
３
手 

3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

協力詰 3手

王

玉

持駒 n桂n銀

第
47
回 

神
無
一
族
の
氾
濫 

担
当 

神
無
七
郎 



 

初
手

17

n 銀
で
は

25

n 銀
や

27

n 銀
等
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
受
方
の
手
番
に
な

っ
た
時
、
攻
方
玉
へ
の
王
手
と
な
る
の
で
反

則
で
す
。
中
立
駒
は
双
方
に
と
っ
て
味
方
で

あ
る
と
同
時
に
敵
駒
で
も
あ
る
の
で
、
取
り

扱
い
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。 

２
手
目
は
受
方
の
駒
と
し
て
動
く
の
で

成
・
不
成
の
選
択
が
可
能
で
す
。
た
だ
「
26

n 銀
成
」
と
し
て
し
ま
う
と
、
攻
方
に
手
番
が

移
っ
た
時
に
自
玉
へ
の
王
手
と
な
る
反
則
な

の
で
、
不
成
は
必
然
の
選
択
で
す
。 

３
手
目
28

n 桂
は
も
ち
ろ
ん
王
手
。
更
に
、

受
方
の
手
番
で
は
行
き
先
が
な
く
、
こ
れ
で

詰
と
な
り
ま
す
。
定
義
上
、
中
立
駒
は
「
行

き
所
の
な
い
駒
」
の
禁
則
の
対
象
外
な
の
で
、

こ
れ
は
反
則
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
の
手

番
だ
と
動
け
る
の
に
、
他
方
の
手
番
で
は
動

け
な
い
現
象
は
駒
の
利
き
の
上
下
非
対
称
性

か
ら
来
る
も
の
で
、
中
立
駒
を
使
う
妙
味
で

も
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
例
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
し
ょ
う
。 

〔
例
２
〕
ば
か
詰 

５
手 

持
駒 

n銀 

 

17

n銀
、
15
玉
、
26

n銀
、
16
玉
、 

28

n桂
迄
５
手 

例
１
と
異
な
り
、
中
立
駒
の
桂
が
盤
上
に

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
中
立
駒
は

中
立
駒
を
取
れ
る
」
こ
と
を
示
す
例
図
で
す
。

た
だ
し
、
例
１
と
同
様
に
２
手
目
26

n 銀
生
と

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
受
方
の
手
番
で
取
る

と
、
中
立
駒
の
桂
は
受
方
の
持
駒
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
攻
方
の
持
駒
に
す
る
た
め
２

手
余
分
に
掛
け
る
の
で
す
。
な
お
、
３
手
目

26

n 銀
は
攻
方
の
銀
と
し
て
動
い
て
い
る
の

で
、
成
・
不
成
の
選
択
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

〔
出
題
作
に
つ
い
て
の
補
足
〕 

①
は
通
常
の
ば
か
詰
で
す
が
、
「
受
方
持

駒
な
し
」
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
と
③
はA

n
d
e
r
n
a
c
h

ル
ー
ル
の
作
品
。

③
は
パ
オ
（
包
）
が
加
わ
っ
た
以
外
は
標
準

駒
数
な
の
で
、
合
駒
は
一
式
使
用
可
能
で
す
。 

【
パ
オ
】
（
包
）
中
国
象
棋
の
駒
。
動
く
と

き
は
飛
車
と
同
じ
。
駒
を
取
る
と
き
は
必

ず
一
つ
駒
を
飛
び
越
え
て
取
る
。 

 

④
⑤
は
共
に
中
立
駒
を
使
っ
た
作
品
。
中

立
駒
を
新
た
な
駒
と
し
て
標
準
の
駒
に
加
え

る
の
で
は
な
く
、
標
準
駒
が
全
て
中
立
駒
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
ル
ー
ル
設
定
で
す
。 
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（■は敵か味方の駒。○は

取るときに動ける場所。

矢印は駒を取らないと

きに動ける場所。） 

 

（詰上り） 



 

▼
締
切
12
月
末
日
。
呈
賞
５
名
。
解
答
は
編

集
部
ま
た
は
左
記
ア
ド
レ
ス
へ 

E
-
m
a
i
l
:
 k
7
r
o
.
t
s
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m
 

メ
ー
ル
解
答
の
際
は
件
名
に
「
解
答
」
の

語
句
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

▼
評
価
点
不
要
。
短
評
歓
迎
。
１
題
の
正
解

で
も
呈
賞
の
対
象
と
な
る
の
で
解
け
た

分
だ
け
で
も
解
答
を
送
っ
て
下
さ
い
。 

懸
賞 

②青木裕一 

 

④神無太郎 

 

⑤神無太郎 

 

①神無七郎 

 

③変寝夢 

 


